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 石川県加賀市立庄小学校
学校教育目標

加賀市議会
Facebook マチイロ加賀市議会

Instagram

議会Youtube
チャンネルは

コチラ！

行きたい学校  幸せな学校を  自分たちでつくる
～自分から考え動き みんなで進化～

消防救急デジタル無線設備更新事業
石川県九谷焼美術館展示室照明設備
LED化事業

令和8年度中学生議会開催の告知
議会報告会「議会おでかけトーク」
詳しくは２ページをご覧ください。

特 集

詳しくは4ページをご覧ください。

ピック
アップ

上の学年の児童が下の学年の児童を思いやり関
わる姿、下の学年の児童はその思いを受け止め
うれしそうにする姿。温かい交流が見られます。

子ども主体の異学年交流による絆づくり

「やってみたい！できそう！」
「できた！もっとやりたい！」
と自ら考え、学びの楽しさを
実感する授業に、みんなで
日々チャレンジしています！

子ども主体の委員会
が企画した、わくわく
楽しいイベント。
交流して、みんなの
笑顔がいっぱい！

●学校の遊具（ブランコやすべり台）が使えるように
　なってほしいな。
●外で遊べるように、庄地区に公園などの遊ぶ場所を
　作ってほしいな。
●野球やソフトボールができる場所もあるといいな。
●もっとごみを減らせる工夫をしてほしいな。

庄小学校では、児童が「ｍｙけん玉」を持ち、
伝統的にけん玉練習に取り組んでいます。
合言葉は「あわてず、あせらず、あきらめず」。

けん玉大会では、毎年、
多くの保護者や地域の方が
応援に来てくれます。

集中力と粘り強さを育てる
庄小学校伝統の『けん玉』

わくわくする授業  みんながえがおの楽しい授業を　

自分から  みんなで  つくる

わくわく
（重点目標）

みんながえがおの

課題に向かって、
・自分でじっくり考える。
・友だちと考えを出し合う。
学び方はそれぞれに。
最後には、「分かるって楽しい！」

このような「たてわり活動」で
異学年交流を行っています。

マイ
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　令和８年度は７月に市内６会場（中学校区単位）で開催しました。
①災害対策、②にぎわいの創出、③子育て支援、④地域交通の４つのテーマを設け、グループ
トーク方式で意見交換を行いました。
　今回いただきましたご意見・ご提案は、委員会や定例会での質問に反映させるなど、
今後の議会活動の参考とさせていただきます。

　中学生議会とは、加賀市の未来を担う中学生に、
議会や市政への理解と関心を高めてもらうとと
もに、市政に対する質問を発表する機会を提供し、
中学生の視点からの意見を今後の市政運営に反映
させていくことを目的とした取り組みです。
　当日は議場傍聴席での傍聴が可能です。（傍聴
可能人数には限りがあり、先着順になります。）また、
ケーブルテレビによる放送のほか、ユーチューブ
による配信も行います。

開催日：令和８年８月５日（水）１３：００開会

中学生議会を開催します！令和８年度

結果は11月号で報告する予定です。

▲令和7年度実施分
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令和8年 6月定例会の概要
　令和8年６月定例会で審議した市長提出議案について、
全議案とも原案どおり承認・可決・同意されました。

市長提出議案

●
●

条例案件 ……………………………… 2件
●予算案件 ……………………………… 3件

その他案件 …………………………… 6件 

●報告案件 ……………………………… 2件

※各議案については、加賀市議会ホームページをご覧ください。
※賛否が分かれた議案の議決結果は、16ページの「議決一覧」を
　ご覧ください。

※賛否が分かれた議案の議決結果は、16ページの「議決一覧」を
　ご覧ください。

会期●6月8日（月）
～6月25日（木）

https://www.city.kaga.ishikawa.jp/gikai/index.html

令和8年6月定例会の議会提出議案（4件）

令和8年6月請願（1件）

※各議案の内容は、要約されています。

中東情勢の早期鎮静化と平和解決等を求める決議全会一致で可決
　政府においては、関係国及び国際社会と緊密に連携しつつ、事態の早
期鎮静化と平和解決に向けた外交努力を一層強化するとともに、在外
邦人の安全確保、エネルギーの安定供給及び物価高騰対策に万全を期
するよう強く求める。

社会全体で全てのケアラーを支援する仕組みの
構築を求める意見書全会一致で可決

　困難を抱えるケアラーはヤングケアラーにとどまらず、全てのケアラーを
社会全体で支援する仕組みの構築が必要である。国、地方公共団体、事業者、
関係機関等が相互に連携を図り、社会全体で全てのケアラーを支援する仕
組みを構築することなどの措置を講ずるよう、国に対して強く要望する。

日本政府がNPT条約第6条の履行を核保有国に迫るよう求める意見書賛成少数で否決
　ニューヨークの国連本部で開かれていた核不拡散条約（NPT）再検討会議は、「成果文書」の全会一致に
よる採択は実現できずに閉幕した。再検討会議で合意に至らなかった最大の問題は、核保有国がNPT条
約第6条の義務を怠り、再検討会議でもその立場に固執し続けたことにある。政府においては唯一の戦争
被爆国として、核保有国に対して核軍縮を義務付けたNPT条約第6条の履行を迫るよう、強く求める。

OTC類似薬の患者負担増など健康保険法改正の中止を求める意見書賛成少数で否決
　日本の医療保険では、保険がきく医療ときかない医療の併用が原則禁止されているが、政府が進めよう
としている健康保険法の改正は大きな問題点を含んでいる。OTC類似薬の患者負担増など健康保険法の
改正を中止するよう強く求める。

「『防衛装備移転三原則』及びその運用指針を改定する閣議決定の
 撤回を求める」意見書の採択を求める請願賛成少数で不採択

　４月２１日、政府は、武器輸出のルールを定めた「防衛装備移転三原則」と、その運用指針の改定を閣議決定
した。政府に対し、日本国憲法の平和の理念を遵守し、殺傷能力を有する武器輸出の拡大につながる「防衛装
備移転三原則」およびその運用指針を改定する閣議決定の撤回を求める意見書の採択を求める。

「議会が提出する意見書・決議とは？」
　意見書とは、地方公共団体の公益に関することについて、議会がその意思を意見としてまとめた文書のことです。国会や関係行政庁に提出することができます。意見書には法的拘束力はありませんが、住民代表である議会の総意として尊重されます。
　決議とは、意見書と同様に議会の意思を表明するものですが、法的根拠はなく、政治的効果を期待し、あるいは議会の意思を対外的に明らかにするための議決のことを言います。

議会提出議案

請願

加賀市議会ホームページ　

令
和
8
年
度
中
学
生
議
会
開
催
の
告
知

議
会
報
告
会「
議
会
お
で
か
け
ト
ー
ク
」



4
質疑・一般質問

6月18日、19日の２日間にわたり、14人が個人質問を行いました。

・議会ホームページ　http://www.city.kaga.ishikawa.jp/gikai/gikai.html　
・議会Youtubeチャンネル
　 https://www.youtube.com/channel/UCtRm_TmFaD_OAu3BHZTETOQ

ここで紹介している質問・答弁は、それぞれの内容を要約したものです。
なお、会議録は、議会ホームページから閲覧できます。
また、当日の質疑・一般質問の映像は加賀市議会YouTubeチャンネルから視聴できます。

消防救急デジタル無線設備更新事業
〔総事業費 約４億6，000万円 うち令和8年度事業費 1，030万円〕

石川県九谷焼美術館展示室照明設備LED化事業
〔総事業費 5，086万4，000円  うち令和8年度事業費 4，670万6，000円〕

　一般照明用蛍光灯の製造・輸出入が、令和9年末までに段階的に禁止され、
入手が不可能となることから、LED照明へ更新するもの。併せてランニング
コストの縮減も図る。 

（事業年度  令和７年度～令和８年度）

　災害現場活動における最も重要な通信手段として平成25年度に導入
した現在の消防救急デジタル無線施設は、老朽化が進み、更新目途
年数（10年～15年）を迎えることから令和９年度に更新整備を行う。 

（事業年度  令和８年度～令和９年度）

議会
ホームページ

議会Youtube
チャンネル
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東野　真樹　議員  ……  Ｐ5
一色　眞一　議員  ……  Ｐ5
植木　陽祐　議員  ……  Ｐ5
林　　俊昭　議員  ……  Ｐ6

荒谷　啓一　議員  ……  Ｐ6
上田　朋和　議員  ……  Ｐ7
若林　　高　議員  ……  Ｐ7
髙橋菜見子　議員  ……  Ｐ7

福永　哲也　議員  ……  Ｐ6 林　　直史　議員  ……  Ｐ8

辰川　志郎　議員  ……  Ｐ8
稲垣　清也　議員  ……  Ｐ8
上野　清隆　議員  ……  Ｐ9
南出　貞子　議員  ……  Ｐ9

個人質問
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中
東
情
勢
に
よ
る
加
賀
市
経
済
へ
の
影
響
、児
童

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー「
こ
の
ゆ
び
と―
ま
れ
山
中
」

ほ
か

動
橋
駅
活
用
事
業
は
、
動
橋
地
区
活
性
化
を
考
え

る
会
を
中
心
に
、
約
６
年
に
わ
た
り
地
域
住
民
へ

の
ニ
ー
ズ
調
査
や
事
業
計
画
の
検
討
、
加
賀
市
や
Ｉ
Ｒ

い
し
か
わ
鉄
道
株
式
会
社
と
の
協
議
を
重
ね
、
一
時
は

事
業
提
案
募
集
ま
で
進
ん
だ
が
、
現
在
中
断
し
て
い
る
。

　
市
は
こ
れ
ま
で
の
地
域
の
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う
に

評
価
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
方
向
性
と
事
業

再
開
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
問
う
。

こ
れ
ま
で「
動
橋
地
区
活
性
化
を
考
え
る
会
を
中
心
」に
、

意
見
交
換
会
や
ま
ち
づ
く
り
勉
強
会
を
重
ね
、地
域
活

性
化
や
暮
ら
し
や
す
さ
向
上
へ
の
提
案
を
取
り
ま
と
め
て
こ

ら
れ
た
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
と
敬
意

を
表
す
る
。

　
本
市
と
し
て
も
、
駅
周
辺
の
整
備
や
駅

舎
の
増
改
築
、
施
設
利
用
収
入
を
活
用
し

た
管
理
運
営
な
ど
で
は
課
題
も
見
え
て
い

る
。
今
後
も
地
域
住
民
や
関
係
者
と
の
対

話
を
続
け
、
実
現
可
能
性
の
あ
る
事
業
か

ら
の
段
階
的
な
実
施
も
視
野
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。（
総
務
部
長
）

議
員
の

ひ
と
こ
と

Ｉ
Ｒ
い
し
か
わ
鉄
道
株
式
会
社
は
、
加
賀
市
が

し
た
い
こ
と
を
示
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
。

地
元
と
の
協
議
の
再
開
を
早
急
に
！

問答

「
新
産
業
創
出
支
援
事
業
」
と
し
て
、
旧
緑
丘
小
学

校
跡
地
を
次
世
代
エ
ア
モ
ビ
リ
テ
ィ
産
業
創
出
拠
点

と
し
、
研
究
開
発
や
人
材
育
成
を
担
う
共
用
施
設
を
整
備

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
本
事
業
は
前
市
長
が
推
進
し
て
き

た
事
業
で
あ
り
、
先
の
市
長
選
挙
で
も
争
点
と
な
り
議
論

さ
れ
、
選
挙
の
結
果
退
け
ら
れ
た
と
見
る
べ
き
だ
。

　
本
事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
市
民
へ
の
説
明
責
任
を
果

た
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
所
見
を
問
う
。

本
事
業
に
つ
い
て
、先
の
選
挙
に
お
い
て
、市
民
の
皆
様

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
が
示
さ
れ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　
市
政
全
般
に
つ
い
て
市
民
の
皆
様
が
総
合
的
に
判
断
さ
れ

る
市
長
選
挙
の
結
果
を
も
っ
て
本
事
業
に
対
す
る
市
民
の
意
思

の
反
映
で
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
は
難
し

い
と
も
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、「
加
賀
市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
検
討

会
」に
お
け
る
本
事
業
へ
の
説
明
不
足
を
指

摘
す
る
ご
意
見
も
重
く
受
け
止
め
、
本
事

業
の
必
要
性
な
ど
を
市
民
の
皆
様
に
明
確

に
説
明
し
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。（
市
長
）

議
員
の

ひ
と
こ
と

今
の
財
政
状
況
の
加
賀
市
に
本
当
に
こ
の

よ
う
な
事
業
が
必
要
な
の
か
！

問答

他
の

質
問 加

賀
市
農
林
水
産
業
振
興
行
動
計
画
策
定
事
業
を
進

め
る
に
あ
た
り
、
加
賀
市
の
農
業
を
守
り
、
稼
げ
る

産
業
へ
と
推
進
す
る
た
め
に
は
、
農
林
水
産
分
野
の
み
な

ら
ず
多
岐
に
わ
た
る
分
野
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
集
積
し
、
多

く
の
団
体
に
協
力
を
仰
ぎ
つ
つ
本
市
独
自
の
取
り
組
み
を

行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
計
画
策
定
に
向
け
た
横

断
的
な
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
所
見
を
問
う
。

次
期
加
賀
市
農
林
水
産
業
振
興
行
動
計
画
策
定
に
つ
い

て
、
農
業
関
係
者
、
専
門
家
を
中
心
に
現
場
の
実
情
や

課
題
に
つ
い
て
十
分
に
把
握
・
分
析
し
つ
つ
議
論
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
や
半
農
半
Ｘ
の
移
住
促
進
な

ど
の
農
業
分
野
関
連
の
幅
広
い
施
策
の
重
要
性
も
認
識
し
て

お
り
、教
育
・
観
光
・
商
工
・
地
域
づ
く

り
な
ど
の
関
係
者
に
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
参
加
い
た
だ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
を
伺
い
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
農
業
振
興
を
基
本
と
し
つ
つ
、
実

効
性
の
あ
る
計
画
と
な
る
よ
う
検
討

し
て
い
き
た
い
。（
産
業
部
長
）

新「
加
賀
市
ビ
ジ
ョ
ン
」策
定
事
業
　
ほ
か

議
員
の

ひ
と
こ
と

加
賀
市
独
自
の
取
り
組
み
を
盛
り
込
ん
だ

計
画
を
！

問答

他
の

質
問

未
来
型
商
業
エ
リ
ア
の
開
発
　
ほ
か

他
の

質
問

個
人
質
問

東
野
　
真
樹

ひ
が
し
の

ま
さ 

き

　議
員 

動
橋
駅
活
用
事
業
は

ど
う
な
っ
た
の
か
？

個
人
質
問

一
色
　
眞
一

い
っ
し
き

し
ん
い
ち

　議
員 

新
産
業
創
出
支
援
事
業
を

進
め
る
な
ら
、
説
明
を
！

個
人
質
問

植
木
　
陽
祐

う
え 

き

よ
う
す
け

　議
員 

加
賀
市
の
農
業
の

「
稼
げ
る
産
業
」へ
の

転
換
推
進
を
！

▲動橋駅

特
集
令
和
8
年
度
中
学
生
議
会
開
催
の
告
知

議
会
報
告
会「
議
会
お
で
か
け
ト
ー
ク
」
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ト
イ
レ
カ
ー
整
備
と
防
災
訓
練
の
概
要
、
国
の

補
正
予
算
に
よ
る
重
点
支
援
地
方
交
付
金
の
使

途
予
定
　
ほ
か

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
配
置
し
、
青
泉
窯
再
興
に
着

手
す
る
よ
う
だ
が
、
具
体
的
な
取
り
組
み
と
、
行
政

と
加
賀
九
谷
陶
磁
器
協
同
組
合
の
役
割
分
担
、
ま
た
ど

の
よ
う
に
青
泉
窯
一
帯
を
再
興
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
、
伝
統
産
業
振
興
と
観
光
の
両
面
に
つ
い
て
示
せ
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
は
常
駐
す
る
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
配
置
し
、青
泉
窯
の
整
理
や
加
賀
九
谷
の
広
報
、

施
設
利
用
の
企
画
づ
く
り
を
進
め
る
。

　
行
政
と
同
組
合
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
本
市
は
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
募
集
、
委
嘱
、
活
動
の
状
況
確
認
や
伴
走
を
行

い
、
同
組
合
は
監
督
者
・
管
理
者
と
し
て
、
現
場
で
の
指
揮

命
令
・
労
務
管
理
を
担
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

　
青
泉
窯
一
帯
の
再
興
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
継
続
的
に
青
泉
窯
作
品
を
生

産
で
き
る
産
業
拠
点
と
し
て
の
体
制

構
築
を
推
進
し
、
国
の
予
算
な
ど
の

獲
得
に
よ
る
整
備
も
に
ら
み
つ
つ
将

来
的
に
は
観
光
の
拠
点
と
し
て
の
機

能
の
付
加
も
目
指
し
て
い
き
た
い
。

（
産
業
部
長
）

議
員
の

ひ
と
こ
と

ま
さ
し
く「
加
賀
の
文
化
の
磨
き
上
げ
」
を

象
徴
す
る
事
業
で
あ
り
、
着
実
な
推
進
を
。

問答

他
県
に
は
、ク
マ
の
出
没
に
備
え
て
市
独
自
の
対
応

基
準
を
策
定
し
、状
況
に
応
じ
て
学
校
の
休
校
な
ど

の
措
置
を
判
断
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
事
例
が
あ
る
。

　
特
に
、登
下
校
時
間
帯
の
市
街
地
へ
の
ク
マ
出
没
の
際
は
、

こ
う
し
た
独
自
基
準
に
基
づ
く
迅
速
な
判
断
と
運
用
が
子

ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
に
有
効
だ
と
考
え
る
が
、
本
市
が

実
施
し
て
い
る
、
ま
た
は
検
討
中
の
小
中
学
校
の
登
下
校

時
に
お
け
る
指
導
や
安
全
対
策
に
つ
い
て
方
針
を
問
う
。

具
体
的
な
方
法
と
し
て
、
連
絡
ツ
ー
ル
ア
プ
リ
で
の
保

護
者
へ
の
注
意
喚
起
、
集
団
下
校
や
教
員
引
率
に
よ
る

下
校
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、
強
い
警
戒
時
に
は
授
業
を
行

わ
な
い
判
断
も
可
能
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
加
賀
市
独
自
の
試
み
と
し
て
本
市
の
鳥
獣
害
対

策
室
が
作
成
し
た「
ク
マ
注
意
喚
起
」の
チ
ラ
シ
を
市
内
各
学

校
に
配
布
し
、
昨
年
度
に
は「
緊
急

銃
猟
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
」を
実

施
し
た
小
学
校
も
あ
る
。

　
今
後
も
児
童
生
徒
の
登
下
校
を

含
め
た
ク
マ
出
没
に
係
る
安
全
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。（
教
育
長
）

議
員
の

ひ
と
こ
と

ク
マ
よ
け
ス
プ
レ
ー
の
学
校
配
備
は
有
効

で
は
な
い
か
！

問答

他
の

質
問 本

市
の
内
部
評
価
で
、
芸
妓
活
動
支
援
事
業
と
山
中

節
振
興
会
活
動
事
業
が
、
観
光
誘
客
の
視
点
か
ら

「
廃
止
」と
さ
れ
た
が
、
あ
り
得
な
い
こ
と
だ
と
考
え
る
。

こ
れ
こ
そ
不
断
の
見
直
し
が
必
要
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
、
芸
妓
文
化
・
山
中
節
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

市
長
の
所
見
を
問
う
。

芸
妓
活
動
や
山
中
節
は
本
市
が
誇
る
重
要
な
観
光
・
文

化
資
源
で
あ
る
。
こ
れ
ら
地
域
の
宝
を
守
り
、
受
け
継

い
で
い
く
た
め
に
は
、
多
く
の
人
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、そ
の
た
め

に
歴
史
的
価
値
を
磨
き
上
げ
、
物
語
性
を
高
め
、
発
信
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
併
せ
て
、
な
り
わ
い
と
し
て
い

け
る
環
境
づ
く
り
な
ど
、
文
化
振

興
の
観
点
の
み
な
ら
ず
観
光
誘

客
・
産
業
振
興
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
観
点
か
ら
こ
れ
ら
の
資
産
を
活

用
し
、
さ
ら
な
る
加
賀
市
の
魅
力

の
磨
き
上
げ
に
つ
な
が
る
よ
う
知

恵
を
絞
っ
て
い
き
た
い
。（
市
長
）

加
賀
市
立
山
中
温
泉
地
区
会
館
等
整
備
事
業
、

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー「
こ
の
ゆ
び
と
ー
ま
れ

山
中
」
　
ほ
か

議
員
の

ひ
と
こ
と

時
代
や
社
会
が
変
わ
り
、「
な
り
わ
い
と
し
て

い
け
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
」は
非
現
実
的
。

今
の
支
援
を
継
続
し
て
ほ
し
い
。

問答

他
の

質
問

山
代
小
学
校
の
整
備
　
ほ
か

他
の

質
問

個
人
質
問

加
賀
市
の
文
化
で
あ
る

青
泉
窯
の
再
興
を
！

個
人
質
問

ク
マ
出
没
時
の

登
下
校
の
安
全
対
策
は
？

福
永
　
哲
也

ふ
く
な
が

て
つ 

や

　議
員 

議
員 

林
　
　
俊
昭

は
や
し

と
し
あ
き

個
人
質
問

芸
妓
文
化
・
山
中
節
に

対
す
る
市
の
評
価
は

あ
り
得
な
い
！

荒
谷
　
啓
一

あ
ら
た
に

け
い
い
ち

　議
員 

▲青泉窯再興のイメージ（ジオラマ）

▲芸妓と山中節

せ
い
せ
ん
よ
う

げ
い 

ぎ
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市
政
を
問
う

質
問
・
答
弁
の
要
旨

6
月
定
例
会
概
要

常
任
委
員
会
（
分
科
会
）

の
審
査
報
告

委
員
会
活
動
報
告

行
政
視
察
報
告

加
賀
市
市
民
水
泳
プ
ー
ル
の
利
用
料
金
、
柴
山

潟
湖
畔
遊
歩
道
の
ト
イ
レ
利
用
　
ほ
か

本
市
は
こ
れ
ま
で
国
家
戦
略
特
区
や
ド
ロ
ー
ン
特

区
を
活
用
し
、
企
業
や
大
学
と
の
連
携
、
実
証
実

験
の
受
け
入
れ
な
ど
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て

き
た
。
次
世
代
エ
ア
モ
ビ
リ
テ
ィ
産
業
は
加
賀
市
の
成

長
戦
略
の
柱
と
な
る
重
要
な
分
野
で
あ
る
。

　
本
産
業
を
継
続
・
発
展
さ
せ
て
い
く
市
長
の
熱
意
と

決
意
を
問
う
。

次
世
代
エ
ア
モ
ビ
リ
テ
ィ
産
業
は
、
新
た
な
交
通
手
段

と
し
て
持
続
可
能
な
生
活
イ
ン
フ
ラ
と
な
り
得
る
ほ

か
、
新
た
な
雇
用
創
出
も
期
待
さ
れ
、
本
市
の
課
題
解
決
に

寄
与
す
る
重
要
な
も
の
と
考
え
る
。

　
ま
た
、Ｊ
Ａ
Ｌ
や
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
な
ど
と
の
連
携
協
定
の
締
結

な
ど
、主
要
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
集
積
が
進
み
、こ
れ
ま
で
本
市

が
築
い
て
き
た
実
績
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
貴
重
な
財
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
事

業
を
継
続
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
市
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
を
行
い
、

協
定
締
結
企
業
や
地
元
企
業
と
の
連

携
を
深
め
、
民
間
投
資
も
呼
び
込
み

つ
つ
産
業
集
積
を
目
指
し
て
い
き
た

い
。（
市
長
）

議
員
の

ひ
と
こ
と

次
世
代
エ
ア
モ
ビ
リ
テ
ィ
産
業
の
継
続
の
決
断

を
評
価
し
た
い
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
生

か
し
つ
つ
、
熱
意
を
持
っ
た
取
り
組
み
を
！

問答

令
和
８
年
５
月
15
日
の
議
員
説
明
会
に
お
い
て
、

固
定
資
産
税
の
増
額
分
は
９
，３
０
０
万
円
と
示
し

て
い
る
が
、
土
地
お
よ
び
建
物
に
係
る
分
の
内
訳
と
、
現

在
の
田
か
ら
農
地
転
用
さ
れ
た
後
の
固
定
資
産
税
評
価
額

は
何
倍
程
度
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
示
せ
。

開
発
面
積
２０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
に
対
す
る
固
定
資
産

税
と
し
て
約
４
，０
０
０
万
円
、
敷
地
面
積
か
ら
商
業

施
設
を
想
定
し
た
建
築
物
に
対
す
る
固
定
資
産
税
と
し
て
約

５
，３
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
固
定
資
産
税
評
価
額
は
、
今
回

の
試
算
で
は
田
か
ら
宅
地
へ
の
転

用
に
よ
り
、
お
よ
そ
１
０
０
倍
に

な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

（
市
民
生
活
部
長
）

議
員
の

ひ
と
こ
と

ざ
っ
く
り
と
地
権
者
の
数
で
土
地
の
固
定

資
産
税
試
算
額
４
，０
０
０
万
円
を
割
っ
て
み

る
と
、
年
間
約
７０
万
円
弱
の
固
定
資
産
税

が
か
か
っ
て
く
る
こ
と
も
大
変
で
あ
る
。

地
権
者
の
リ
ス
ク
は
相
当
な
も
の
で
あ
り
、

事
業
の
失
敗
は
地
権
者
に
と
っ
て
も
重
大
な

問
題
に
な
る
と
心
配
す
る
。

問答

他
の

質
問 市

内
就
業
を
希
望
す
る
女
性
を
対
象
に
高
度
な
デ
ジ

タ
ル
ス
キ
ル
習
得
と
就
労
機
会
の
提
供
を
行
う
デ
ジ

タ
ル
人
材
育
成
事
業
の
目
的
と
目
標
、
受
講
対
象
層
、
研

修
形
式
や
伴
走
支
援
、
募
集
方
法
な
ど
に
つ
い
て
問
う
。

育
児
や
介
護
な
ど
と
両
立
可
能
な
多
様
な
働
き
方
の
実

現
と
、
継
続
的
な
就
業
の
促
進
を
目
的
と
し
、
将
来
的

に
は
、
育
成
さ
れ
た
人
材
が
活
躍
す
る
こ
と
で
市
内
企
業
の

生
産
性
向
上
な
ど
、
地
域
産
業
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
受
講
者
層
は
主
に
育
児
や
介
護
な

ど
の
事
情
か
ら
現
在
未
就
労
の
女
性
を
想
定
し
て
い
る
。

　
研
修
形
式
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
１
回
以
上
の
対
面

形
式
に
よ
る
研
修
と
、
約
１
７
０
時
間
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
受
講
を
想
定
し
て
お
り
、チ
ャ
ッ
ト

な
ど
で
日
常
的
に
個
別
の
伴
走
支
援

を
行
う
。

　
募
集
に
つ
い
て
は
、チ
ラ
シ
配
布
な

ど
の
委
託
事
業
者
に
よ
る
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
展
開
す
る
ほ
か
、
加
賀
市

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
を
活
用
し
、
積

極
的
な
周
知
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

（
産
業
部
長
）か

も
ま
る
講
座
　
ほ
か

議
員
の

ひ
と
こ
と

事
業
の
効
果
が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
、
市
に

も
女
性
に
も
喜
ば
し
い
結
果
と
な
る
こ
と
を

願
い
ま
す
！

問答

他
の

質
問

竹
の
浦
館
　
ほ
か

他
の

質
問

個
人
質
問

上
田
　
朋
和

う
え  

だ

と
も
か
ず

　議
員 

次
世
代
エ
ア
モ
ビ
リ
テ
ィ
産
業

の
継
続
は
当
然
の
判
断
！

個
人
質
問

若
林
　
　
高

わ
か
ば
や
し

こ
う

　議
員 

未
来
型
商
業
エ
リ
ア
の

固
定
資
産
税
の
内
訳
は
？

個
人
質
問

髙
橋  

菜
見
子

た
か
は
し

な

み

こ

　議
員 

女
性
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
と

就
労
支
援
を
ど
う
進
め
る
？

▲ドローンの飛行（イメージ）

特
集
令
和
8
年
度
中
学
生
議
会
開
催
の
告
知

議
会
報
告
会「
議
会
お
で
か
け
ト
ー
ク
」
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未
来
型
商
業
エ
リ
ア
　
ほ
か

今
回
の
市
営
住
宅
管
理
業
務
の
民
間
委
託
に
よ
り
、

管
理
の
効
率
化
が
進
む
一
方
で
、
入
居
者
一
人
一
人

の
事
情
に
寄
り
添
っ
た
対
応
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
こ
と

は
な
い
の
か
、
所
見
を
問
う
。

受
託
候
補
者
が
不
動
産
事
業
者
と
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

事
業
者
の
共
同
企
業
体
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
性
を
生
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
の
要
配

慮
者
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、電
気
デ
ー
タ
を
活
用
し
使
用
電

力
量
に
変
化
が
生
じ
た
場
合
、
離
れ
て
暮
ら
す
ご
家
族
な
ど

に
電
子
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
す
る「
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
」や
、

保
証
人
の
確
保
が
困
難
な
入
居
者
に
対
す
る「
家
賃
債
務

保
証
制
度
」
の
あ
っ
せ
ん
、
24
時
間
緊
急

連
絡
に
対
応
可
能
な「
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」

の
配
備
な
ど
で
あ
る
。

　
今
後
も
入
居
者
一
人
一
人
の
事
情
に

寄
り
添
っ
た
市
営
住
宅
の
管
理
運
営
に

努
め
て
い
き
た
い
。（
建
設
部
長
）

議
員
の

ひ
と
こ
と

市
営
住
宅
に
は
、
高
齢
者
、障
が
い
の
あ
る
方
、

低
所
得
者
な
ど
支
援
を
必
要
と
す
る
方
が
多
く

居
住
し
て
い
ま
す
。

問答

本
市
に
は
サ
ッ
カ
ー
競
技
な
ど
の
た
め
の
施
設
は

専
用
の
も
の
が
な
く
、
市
内
に
分
散
し
た
施
設
を

利
用
し
て
お
り
、
他
競
技
と
の
利
用
調
整
な
ど
に
よ
り
、

利
用
者
が
不
便
を
感
じ
る
場
合
が
多
い
。

　
専
用
の
コ
ー
ト
を
整
備
し
利
用
者
の
集
中
を
図
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
よ
う
な
計
画
は
あ
る
の

か
問
う
。

本
市
に
は
サ
ッ
カ
ー
専
用
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
な
く
、
市
と
し

て
長
年
の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
市
の
財

政
状
況
に
鑑
み
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
や
用
地
確
保
の
可
能
性
な
ど
も

踏
ま
え
て
実
現
可
能
性
を
追
求
し
て

い
き
た
い
。（
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）

議
員
の

ひ
と
こ
と

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
に
向
け
て
、
施
設

の
確
保
は
最
も
重
要
だ
。
市
内
の
公
共
施

設
の
大
規
模
改
修
な
ど
に
よ
る
財
政
の
厳

し
さ
も
理
解
す
る
が
、
公
共
施
設
は
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
図
る
も
の
で
あ
る
べ

き
だ
。
各
競
技
団
体
が
い
つ
で
も
自
由
に

使
え
る
環
境
整
備
が
必
要
だ
。

問答

他
の

質
問 先

般
の
加
賀
市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
検
討
会
の
答
申

で
は
「
財
政
調
整
基
金
18
億
円
へ
の
回
復
を
目
的
化

す
べ
き
で
は
な
い
。
基
金
を
回
復
、
維
持
す
る
た
め
に
市

民
サ
ー
ビ
ス
を
停
滞
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
将
来
へ
の
ス

ト
ー
リ
ー
性
を
持
っ
た
事
業
の
選
択
と
集
中
に
よ
り
、
自

然
と
積
み
上
げ
て
行
く
べ
き
で
あ
る
」
と
の
意
見
・
提
言

で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
我
々
議
会
や
監
査
委
員
の
審
査
意
見

書
の
通
り
の
結
果
で
あ
っ
た
が
、
市
長
は
こ
の
結
果
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
問
う
。

加
賀
市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
検
討
会
の
提
言
は
、
今

後
の
行
財
政
運
営
に
お
け
る
重
要
な
指
針
と
し
た
い
。

必
要
な
施
策
を
着
実
に
進
め
な
が
ら
、
そ
の
結
果
と
し
て

基
金
残
高
の
確
保
に
つ
な
が
る
持
続

可
能
な
財
政
基
盤
の
構
築
を
進
め
る
。

　
数
字
を
目
的
化
す
る
こ
と
な
く
、
基

金
残
高
が
低
い
水
準
に
あ
る
現
状
も

認
識
し
な
が
ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
と
財
政
健
全
化
を
両
立
さ
せ
て
い

き
た
い
。（
市
長
）

加
賀
市
農
林
水
産
業
振
興
行
動
計
画
策
定
事
業
、

中
堅
・
若
手
職
員
の
退
職
　
ほ
か

議
員
の

ひ
と
こ
と

基
金
残
高
の
減
少
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
や
北
陸
新
幹
線
延
伸
整
備
、
特
に
子
育
て

施
策
に
力
を
入
れ
て
き
た
結
果
で
あ
る
。

問答

他
の

質
問

市
役
所
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
、

婚
姻
届
の
記
入
例
見
直
し
　
ほ
か

他
の

質
問

個
人
質
問

林
　
　
直
史

は
や
し

な
お
ふ
み

　議
員 

個
人
質
問

辰
川
　
志
郎

た
つ
か
わ

し 

ろ
う

　議
員 

サ
ッ
カ
ー
場
の
整
備
を
！

個
人
質
問

財
政
調
整
基
金
残
高
の

積
み
増
し
を

目
的
化
し
て
い
な
い
か
？

稲
垣
　
清
也

い
な
が
き

し
ん 

や

　議
員 

市
営
住
宅
管
理
業
務
の

民
間
委
託
で
、

入
居
者
サ
ー
ビ
ス
は
ど
う
な
る
？
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就
学
前
相
談
に
お
い
て
、
保
護
者
の
方
が
不
安
を

抱
え
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
と
聞
く
。
就
学
前
相
談

は
、「
子
ど
も
の
特
性
に
応
じ
て
ど
の
よ
う
な
支
援
が
あ

れ
ば
よ
り
良
い
環
境
で
学
べ
る
か
」と
い
う
福
祉
的
な
視

点
を
踏
ま
え
て
一
緒
に
考
え
る
場
で
あ
る
。
本
市
は
就

学
前
相
談
に
お
い
て
福
祉
的
視
点
を
ど
の
よ
う
に
位
置

づ
け
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
手
順
で
実
施

し
て
い
る
か
示
せ
。

就
学
前
相
談
に
あ
た
っ
て
は
、
子
ど
も
の
障
が
い
の
状

態
を
全
体
的
な
発
達
に
つ
い
て
伺
い
、
検
査
・
観
察

に
よ
る
実
態
把
握
、
生
活
面
を
含
め
た
総
合
的
な
相
談
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。「
ど
の
よ
う
な
支
援
が
あ
れ
ば
よ

り
良
い
環
境
で
学
べ
る
か
」と
い
う
視
点
を
持
っ
て
保
護
者

と
話
し
合
い
、
最
大
限
に
本
人
お
よ

び
保
護
者
の
意
向
を
尊
重
し
な
が
ら

合
意
形
成
を
行
い
、
就
学
先
を
決
定

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
今
後
と
も「
福
祉
的
視
点
」も
大
切

に
し
な
が
ら
当
事
者
に
一
層
寄
り

添
っ
た
相
談
が
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。（
教
育
長
）

議
員
の

ひ
と
こ
と

福
祉
的
視
点
が
も
っ
と
も
っ
と
広
が
れ
ば

い
い
な
。

問答

北
陸
新
幹
線
敦
賀
延
伸
か
ら
２
年
が
経
過
し
、
今
後

の
誘
客
増
を
図
る
た
め
、「
加
賀
温
泉
郷
そ
の
も
の

の
魅
力
に
よ
る
誘
客
」と「
リ
ピ
ー
タ
ー
の
獲
得
」に
向
け
、

さ
ら
な
る
魅
力
を
発
信
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、「
次

期
加
賀
市
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
」の
策
定
状
況
が
見
え
て
い

な
い
。
こ
の
プ
ラ
ン
策
定
の
遅
れ
は
、
国
の
補
助
金
獲
得

に
お
け
る
機
会
損
失
に
つ
な
が
る
恐
れ
も
あ
り
、
早
期
に

策
定
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
こ
の
重
要
な
局
面
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め「
次
期
加

賀
市
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
」の
公
表
予
定
時
期
お
よ
び
次
期

プ
ラ
ン
に
掲
げ
る
基
本
方
針
を
示
せ
。

今
年
度
中
の
プ
ラ
ン
策
定
に
向

け
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
次
期
プ
ラ
ン
に
お
い
て
重
視
す
る
基

本
方
針
は
、
量
の
拡
大
で
あ
る「
観
光

入
込
客
数
の
増
加
」と
、
質
の
向
上
で

あ
る「
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
高
付
加
価

値
化
に
よ
る
観
光
消
費
額
の
増
加
」で

あ
り
、
こ
れ
ら
を
両
輪
で
達
成
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
る
。（
市
長
）

議
員
の

ひ
と
こ
と

今
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
も
早
期
策
定
を
！

問答

他
の

質
問

高
付
加
価
値
商
品
造
成
・
販
売
事
業
　
ほ
か

他
の

質
問

乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
事
業（
定
期
券
導
入
） 
ほ
か

個
人
質
問

上
野
　
清
隆

う
え 

の

き
よ
た
か

　議
員 

ぜ
ひ
福
祉
的
視
点
を
！！

個
人
質
問

南
出
　
貞
子

み
な
み
で

さ
だ
こ

　議
員 

小学生の議会傍聴
　６月定例会において、議会や行政への関心や理解を深めることを目的とした、ふるさと学習・社会体験の一環として、

「小学生の議会傍聴」が行われました。
　この活動は平成23年度から実施されており、6月18日・19日の質疑・一般質問日に湖北小学校14人、勅使小学校
12人の児童が、本会議での議員の質問や、市長たちによる答弁に熱心に耳を傾けていました。

勅使小学校の児童たち湖北小学校の児童たち

次
期
加
賀
市

観
光
戦
略
プ
ラ
ン
の

策
定
を
急
げ
！

特
集
令
和
8
年
度
中
学
生
議
会
開
催
の
告
知

議
会
報
告
会「
議
会
お
で
か
け
ト
ー
ク
」

▲山代温泉古総湯
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全国市議会議長会基地協議会正副会長・
監事・相談役会を開催しました。

　５月18日に全国市議会議長会基地協議会正副会長・監事・相談
役会が加賀市で開催されました。
　全国の基地関係33市町村議会が参集し、基地対策関係施策
の充実強化に関する要望（案）、基地関係国会議員との情報連絡
会の運営、今後の会議・要望活動日程などについて協議しま
した。

山代小学校社会科学習
「目指せ 総理大臣！説得力のある演説を

 して投票してもらおう！！」に
教育民生委員会委員の議員２名（若林議員、髙橋議員）

が参加しました。
　５月２９日に開催されたこの発表会は、山代小学校６年生の社会科
で「国の政治のしくみと選挙」の学習において、加賀市が進める教育
ビジョン「BE THE PLAYER」の理念に沿って、国の政治を自分事と
して考えられるように一連の学習のまとめとして開催されました。
　この発表会では６年生が政党を作りプレゼン資料を作成して発表し
ました。最後に、６年生、先生、参加した議員、山代小学校学校運営
協議会の方々が投票しました。

山代小学校での発表会

市議会正副議長４年以上表彰
前議長　今津 和喜夫 氏

▲ 前議長　今津 和喜夫 氏

全国市議会議長会から
表
彰
状

　第１０２回 全国市議会議長会定期総会におきまして、市議会
正副議長を４年以上務められた、前議長 今津 和喜夫氏の功績
に対して表彰状が贈呈されました。
　これを受け、６月８日に当市議会において、表彰状伝達式を執り
行いました。
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教育民生
委員会（分科会）

付託案件　3件
分担案件　2件

委 員 長‥‥‥ 南出　貞子
副委員長‥‥‥ 荒谷　啓一
委　　員‥‥‥ 髙橋菜見子
　　　　‥‥‥ 福永　哲也
　　　　‥‥‥ 若林　　高
　　　　‥‥‥ 中川　敬雄
　　　　‥‥‥ 林　　直史
　　　　‥‥‥ 林　　茂信

問問答問答
議
案
第
35
号
　
令
和
８
年
度
加
賀
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
、
公
立
保
育
園
に
お
け
る
創
造
的
探
求
を
支
え
る
環
境
整
備
事

業
費
に
関
し
て
、
橋
立
保
育
園
に
お
け
る
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
改
修
に
つ

い
て
、木
材
で
施
工
し
た
場
合
の
費
用
は
ど
の
程
度
に
な
る
の
か
。
ま
た
、

木
材
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
の
耐
久
性
の
違
い
に
つ
い
て
示
せ
。

木
材
で
施
工
し
た
場
合
の
費
用
は
、
２
０
０
万
円
程
度
に
な
る
と
見

込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
耐
久
性
に
つ
い
て
は
、
木
材
は
15
年
程
度
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
は
30
年
以
上
の
耐
用
年
数
を
見
込
ん
で
い
る
。

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
費
に
関
し
て
、
学
び
の
空
間
デ
ザ
イ
ン
は
、

協
定
を
結
ん
で
い
る
公
益
財
団
法
人
日
本
デ
ザ
イ
ン
振
興
会
か
ら

の
助
言
を
取
り
入
れ
な
が
ら
行
う
の
か
問
う
。

学
校
の
希
望
が
あ
れ
ば
、
公
益
財
団
法
人
日
本
デ
ザ
イ
ン
振
興
会
に

相
談
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
各
学
校
の
考
え
に

基
づ
い
て
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

総務経済
委員会（分科会）

付託案件　3件 
分担案件　2件 

委 員 長‥‥‥ 東野　真樹
副委員長‥‥‥ 上野　清隆
委　　員‥‥‥ 植木　陽祐
　　　　‥‥‥ 一色　眞一
　　　　‥‥‥ 上田　朋和
　　　　‥‥‥ 辰川　志郎
　　　　‥‥‥ 稲垣　清也
　　　　‥‥‥ 中谷　喜英
　　　　‥‥‥ 林　　俊昭

問問答問問答
議
案
第
35
号
　
令
和
８
年
度
加
賀
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て
、
未
来
型
商
業
エ
リ
ア
周
辺
施
設
整
備
事
業
に
関
し
て
、

市
と
し
て
あ
ら
た
め
て
協
力
し
て
い
く
方
針
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
進
出
を
検
討
す
る
企
業
に
対
し
、
市
と
し
て
の
協
力
姿
勢
を

明
確
に
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
か
ら
の
個
別
企
業
へ
の
直
接
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
で
き
な
い
が
、

地
元
へ
の
説
明
や
、
影
響
の
生
じ
得
る
商
業
施
設
な
ど
と
調
整
を
図

る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。
そ
の
上
で
引
き
続
き
、
市
と
し
て
協
力
姿
勢
を
明

確
に
示
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
。

議
案
第
40
号
　
大
聖
寺
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
の

よ
う
に
取
っ
て
い
た
の
か
示
せ
。
ま
た
、
指
定
期
間
中
の
解
除
申
し

入
れ
に
至
っ
た
経
緯
な
ど
を
示
せ
。

四
半
期
報
告
や
毎
年
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
な
ど
を
通
じ
て
、
指
定
管
理
者
と
は
随

時
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
本
年
４
月
に
入
り
、
昨
今
の
急

激
な
経
営
状
況
の
悪
化
を
理
由
と
し
た
指
定
管

理
の
解
除
に
つ
い
て
、
調
整
を
図
る
こ
と
が
必

要
と
な
っ
た
。

６月22日・23日に２常任委員会・予算決算委員会２分科会が開かれ、それぞれに付託・分担された
議案やその他の関連事項について審査しました。ここでは、その一部を紹介しています。

常任委員会・予算決算委員会分科会の主な審査内容

市
政
を
問
う

質
問
・
答
弁
の
要
旨

6
月
定
例
会
概
要

常
任
委
員
会
（
分
科
会
）

の
審
査
報
告

委
員
会
活
動
報
告

行
政
視
察
報
告

特
集
令
和
8
年
度
中
学
生
議
会
開
催
の
告
知

議
会
報
告
会「
議
会
お
で
か
け
ト
ー
ク
」
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◎委員長　〇副委員長

◎東野／〇上野／植木／一色／上田　
辰川／稲垣／中谷／林（俊）

　加賀市議会では、いくつかの委員会を
設けて、市長から提案された議案審査の
ほか、毎月会議を開催し、各委員会が定め
たテーマの調査・研究を進めています。
ここでは、直近の各委員会の取り組みを
紹介します。

委員会
総務経済

　令和８年度加賀市職員採用候補者試験、
加賀市再生プロジェクト検討会の答申、
タウンミーティング実施などについて
報告を受けました。

※4月9日、5月14日、6月22日に委員会が、4月9日、
5月14日に委員協議会が開かれました。また、5月
14日に現地視察を、5月20日から22日にかけて
行政視察を行いました。（全ての委員が出席）

岩手県北上市 ～企業誘致について～

　北上市では、明治23年の東北本線開通などにより交通利便性が向上した一方で、「ストロー効果」により
若者の都市部流出が課題となっていました。こうした状況への危機感から、昭和初期に工業誘致構想が進め
られ、昭和29年には企業誘致を目的として１町６村が合併し、旧北上市が誕生しました。これを契機に
工業団地整備や企業集積が進み、現在の
産業都市としての基盤が築かれたとのこ
とでした。
　現在、市内工業団地には300社を超え
る企業が立地しており、特定企業に依存
しない多峰型の産業構造が特徴です。加
工組立型産業や装置産業などの製造業が
集積し、安定した産業基盤の形成につな
がっているとのことでした。

▲北上市

▲加賀温泉駅全天候型広場施設現地視察

５月20日から22日にかけて、岩手県北上市、
福島ロボットテストフィールド、
福島県郡山市を視察してきました。

行政視察報告

委員会
総務経済
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委員会
教育民生

福島県郡山市 
～６次産業化・農商工等連携推進計画について、地域計画担い手確保支援事業について～

　郡山市では、地域資源を生かした新たな付加価値の創出と販路拡大を図るため、「６次産業化・農商工等連
携推進計画」を策定し、農林漁業者と中小企業者が連携した地域振興に取り組んでいます。また、６次産業化に
よる商品開発では、学生や企業と連携し、地域資源を生かした新たな商品の開発にも取り組んでいるとのこと
でした。
　地域計画担い手確保支援事業では、農業者の高齢化や担い手不足が課題となっており、県の事業として、地
域計画の実現に向け、一定の基準を満た
す農業者に対し、経営規模拡大に必要な
農業用機械・施設の導入支援を行ってい
ます。
　機械導入により作業効率の向上や省力
化が進み、農業経営の安定につながって
いる一方で、農業用機械や資材価格の高
騰による農家負担の増加や、必要な時期
に機械・施設を導入できないという課題
もあるとのことでした。

　福島ロボットテストフィールドは、福島イノベーション・コースト構想に基づき整備された、陸・海・空
のフィールドロボットの開発実証拠点です。同構想は、東日本大震災と原子力災害で失われた浜通り地域な
どの産業回復を目的に、新たな産業基盤の構築を目指す国家プロジェクトであり、拠点整備に加え、産業集積
や教育・人材育成、生活環境整備、交流人口拡大などの取り組みを進めています。
　施設は、約50ヘクタールの広さを有し、
インフラや災害現場など実際の使用環境
を再現した４エリア・全21施設で構成さ
れています。特に、ドローンを中心とした
多様な実証実験が行われており、施設利
用件数も増加しているとのことでした。
　加えて、廃校を活用した「南会津町寒
冷地テストフィールド」では、冬季の氷
点下の環境における実証試験や山間部で
の飛行実証環境の提供にも取り組んでい
るとのことでした。

福島ロボットテストフィールド ～施設の概要について～

　納税貯蓄組合による市税等の事務取扱いの終了などについて協議しました。

※4月10日、5月15日、６月23日に委員会が開かれました。（全ての委員が出席）
委員会

教育民生 ◎南出／〇荒谷／髙橋／福永／若林／中川／林（直）／林（茂）

▲福島ロボットテストフィールド

▲郡山市
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◎稲垣／〇南出／若林／上田／中谷／林（直）／林（茂）

　全員協議会、議会基本条例検証結果に基づく条例改正、議会活性化特別委員会で
の協議結果、議会申し合わせ事項の改正などについて協議しました。

※４月21日、６月１日、６月８日、６月15日、６月25日に委員会が開かれました。また、4月15日、16日には
　行政視察を行いました。（全ての委員が出席）

◎委員長　〇副委員長

神奈川県川崎市議会 ～タブレット端末を活用したスマート会議システムの運用などについて～

4月15日から16日にかけて神奈川県川崎市議会、東京都江東区議会を視察してきました。行政視察報告

　川崎市議会では、コロナ禍の中にあって、総務省からオンライン会議による委員会開催に関する見解が示
されたことを契機として、オンライン会議の開催が可能となる環境整備などに関する検討を行う｢川崎市議会
委員会等におけるオンライン会議に関する検討プロジェクト｣を設置。このプロジェクトでさまざまな検討を
進め、令和４年３月定例会で委員会条例な
どの改正を行い、同年５月から７月までの
期間で試行実施を重ね、８月から本格実施
を開始したとのことでした。制度整備後
の川崎市議会におけるオンライン委員会
開催実績は、26回とのことでした。当市
議会でも同様の経緯を経て条例改正など
の所要の措置を講じており、川崎市議会
での運用状況を参考に、引き続き適切な
運用に努めたいと考えます。

東京都江東区 ～議員休職制度による会社員と議員の兼職について～

　江東区議会の鈴木綾子議員は、会社員であった平成21年に、当時勤務していた会社の「議員休職制度」を利用
して立候補し、当選しました。
　この制度は、社員が市区町村議員になった場合、最大３期まで、無給での休職を認めるもので、落選した場
合でも職場に復帰することができるため、立候補しやすい環境が整えられています。
　鈴木議員は、その後、会社を休職しながら区議会議員を務めていた期間がありました。（４期目当選時に規定
により会社を退職。）
　「会社員だからこそ、働く世代の声を実感として政治に届けられる」との思いから立候補された鈴木議員は、
女性の会社員という、これまで地方議会
に少なかった立場から、世代や立場の異
なる人々をつなぐ役割の重要性を意識し
ながら活動しているとのことでした。
　「議員休職制度」は、雇用側（会社側）の
制度ではありますが、鈴木議員からお聞き
した貴重な体験談や今の思いについては、
議員の成り手不足解消に向けた今後の取
り組みの参考にしたいと思います。

▲江東区議会

▲川崎市議会

委員会
議会運営

委員会
議会運営
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◎上田／〇上野／植木／福永／若林／中川／林（直）／林（俊）

　「LGBTQ+」について関係団体の方から説明を受けました。SSR(スクールサポート
ルーム)と教育総合支援センターBeingを視察しました。

※4月10日に委員協議会、5月15日に現地視察が行われました。（全ての委員が出席）

◎委員長　〇副委員長

特別委員会

◎中川／〇荒谷／植木／髙橋／福永／上野／若林／一色

　中学生議会については、日程、次第などの実施計画、議会報告会については、班
編成や担当地区の調整などをそれぞれ協議しました。

※４月１０日、５月１５日に委員会が開かれました。また、４月１０日に広報部会が開かれました。（全ての委員が出席）
※広報部会は委員8名のうち、委員長を除く７名で構成されています。

◎委員長　〇副委員長

特別委員会

議 会
活性化

不登校・
ひきこもり

特別委員会

特別委員会

議 会
活性化

不登校・
ひきこもり

議員研修会を行いました。
　３月２７日に「ファシリテーション研修」を行いました。
　議会報告会「議会おでかけトーク」（７月開催）では、議員と市民とのグループトークによる意見交換を行うこととし
ており、会議をスムーズに進める力（ファシリテーション力）を身に付けるための研修として実施しました。
　講師には、令和 4年に引き続いて、自治体や民間企業を対象に豊富な実績のある株式会社シェヘラザードから
坂本祐央子氏をお招きし、ご指導いただきました。

◎中谷／〇荒谷／髙橋／一色／東野／南出／辰川／稲垣／林（茂）
　学校施設、公立保育園の現状について、当局より説明を受け、
それらの在り方などについて協議しました。

※４月10日、5月14日に委員会が開かれました。（全ての委員が出席）

◎委員長　〇副委員長公共施設
マネジメント

特別委員会

公共施設
マネジメント

特別委員会

▲教育総合支援センターBeing

▲株式会社シェヘラザード坂本祐央子氏 ▲グループトークの実習

▲SSR(スクールサポートルーム)について説明を受けている様子
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開
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会
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会「
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」 エルジービーティーキュープラス

※SSR(スクールサポートルーム)とは、教室に入りづらい
　子どもたちのための「もう一つの教室」です。
　市内全小中学校に設置されています。

※Beingとは、学校に通うのが難しい子どもたちの居場所です。
　教育総合支援センター（旧三木小学校内）にあります。

さかもと ゆ  み  こ
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　令和8年度当初予算では新市長としての方針は示されていませんでしたが、6月定例会
で初めてその方針が示されました。提出された補正予算案に対して、各議員はいろいろ
な角度から質問していました。
　ある一つのことを取り上げるにしても様々な見方がある中で、市議会として、どんな
時も「加賀市民のために」を常に念頭に置きながら開かれた議会を目指すことが大事だと
思います。
　私も議員の一人としてそのことを意識して諸問題に取り組んでいきたいと思います。

　議会を傍聴してのご意見や議会だよりを読んでのご感想を、
議会だよりで紹介していきます。皆さまからの多数の応募を
お待ちしています。

を募集します傍聴者・読者の声

※定例会・委員会の日程は、議会ホームページ、
　広報かがに掲載しています。
※詳しくは議会事務局までご連絡ください。

「氏名」と「連絡先」を記入し、見出しに「傍聴者・読者の声」
と明記の上、下記の宛先まで応募ください。応募方法

あ て 先 〒922- 8622 加賀市大聖寺南町ニ41
TEL 0761-72-7965  FAX 0761-72-5305  
E-mail gikai@city.kaga.lg.jp

次の定例会は９月４日から９月25日までの22日間です。

定例会のお知らせ9月

9月 4日（金）10：00～ 開会、市長提出議案説明
15日（火） 9：30～ 質疑・一般質問
16日（水） 9：30～ 質疑・一般質問、委員会付託
17日（木）10：00～
18日（金）10：00～

総務経済委員会（分科会）

教育民生委員会（分科会）
25日（金）10：00～

13：30～
予算決算委員会

本会議

本会議

本会議

委員会

委員会

委員長報告、質疑、討論、採決、閉会本会議

委員会

政治家の寄附行為は法律で禁止されています。 政治家の時候のあいさつ状・中元や歳暮・祭りや会合・各種大会への寄附などは、公職選挙法で禁止
されています。有権者が求めてもいけません。市民の皆さまのご理解とご協力をお願いします。

S・ I

点字・音訳版
「加賀市議会だより」を
知っていますか?

文字による情報を利用することが困難な人に、加賀市議会だよりの点字版・
録音テープ版またはCD版を市内のボランティアの人たちが製作し、自宅へ
郵送します。 社会福祉協議会 72-1500（担当:川﨑・藤懿）お問い合わせ

本誌は、見やすく読み間違えのない
ユニバーサルデザインフォントを使用しています。

専決処分の報告について
（加賀市国民健康保険税条例

の一部改正について）

令和8年度加賀市
一般会計補正予算

「『防衛装備移転三原則』及び
その運用指針を改定する閣議
決定の撤回を求める」意見書の
採択を求める請願

日本政府がＮＰＴ条約第６条
の履行を核保有国に迫るよう
求める意見書

ＯＴＣ類似薬の患者負担増
など健康保険法改正の中止
を求める意見書

議  決  一  覧

議　  　案  　　名

昂　　志　　会 ビリーブ加賀 つなぐ加賀

林
　
　茂
信

山
口
　忠
志

辰
川
　志
郎

南
出
　貞
子

上
野
　清
隆
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橋
菜
見
子
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　俊
昭

林
　
　直
史

中
谷
　喜
英

上
田
　朋
和

稲
垣
　清
也

中
川
　敬
雄

東
野
　真
樹

荒
谷
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一

福
永
　哲
也

一
色
　眞
一

若
林
　
　高

議
決
結
果

承認  　〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 －

可決  　〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 －

不採択 × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × －

否決  × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × －

否決 × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

○ は賛成　× は反対　※議長 山口忠志は採決に加わりません。

6月定例会で賛否が分かれた議案

　ここでは、賛否が分かれた議案を掲載しています。その他の報告・議案は全会一致で
承認・可決・同意されました。全議案等の内容は、加賀市議会ホームページをご覧ください。

報告案件

議会提出
案件

（1件）

予算案件
（1件）

（2件）

請願
（1件）

部　長 ● 荒谷　啓一
副部長 ● 一色　眞一
部　員 ●

●

 植木　陽祐　　髙橋 菜見子
　　　　  福永　哲也　　上野　清隆　
　　　　  若林　　高　

議会活性化特別委員会広報部会

アドバイザー     中川　敬雄


